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第 96 回  全国安全週間  

スローガン「高める意識と安全行動 

築こうみんなのゼロ災職場」 
 

山口労働局（局長：名田
な だ

 裕
ゆたか

）では、全国安全週間※（７月１日から７日）にあた

り、職場での安全に対する意識を高め、安全を維持する活動の定着を広く県民に呼び

かけるため、以下の行事を実施します。 

 また、山口労働局では、局長のメッセージを関係団体を通じ県内事業場への周知を

図るほか、管内の労働基準監督署においては準備期間を中心に集団指導を行い、事業

者に対し全国安全週間の取組を促すこととしています。 

 

 

 

 厚生労働省及び山口労働局では、安全衛生成績が極めて高い水準に達し他の模範

と認められる優良事業場又は企業、長年にわたり労働安全衛生に尽くし安全衛生水

準の向上発展に多大の貢献をした功労者等に対して表彰を行っており、今年度の受

賞者に対して次のとおり表彰式を執り行います。 

 

１ 日時：令和５年７月３日（月） 14:00～ 

２ 場所：山口地方合同庁舎２号館 ５階共用会議室（山口市中河原町 6-16） 

 

※ 全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という基本理念の下、「産業

界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を

図ること」を目的に、一度も中断することなく続けられ、今年で 96回目を迎えます。 

 

（添付資料）別添１ 表彰者一覧 

      別添２ 局長メッセージ 

      別添３ 全国安全週間概要 

安全衛生表彰式 



別添１ 
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令和５年度「安全衛生に係る優良事業場、団体

又は功労者に対する厚生労働大臣及び山口労

働局長表彰」受賞者 
 

厚生労働大臣 功績賞（２名） 

地域、団体又は関係事業場における安全衛生活動において指導的立場にあり、当該地域等の安

全衛生水準の向上発展に多大な貢献をした個人に対する表彰 

富永 俊克 
独立行政法人労働者健康安全機構 山口産業保健総合支援センター 

産業保健相談員 

〔経歴など〕 

平成 14 年８月から山口産業保健推進センター（現：山口産業保健総合支援センター）の産業

保健相談員として、医学的専門知識を生かして、相談対応及び研修講師を務めているほか、令和

４年４月からは小野田地域産業保健センターの登録産業医として地域の小規模事業場の産業保

健指導を行うなど、山口県内における労働衛生水準の向上発展に多大な貢献をされた。 

 

杉山 知行 
独立行政法人労働者健康安全機構 山口産業保健総合支援センター 

防府地域産業保健センター 登録産業医 

同上         運営協議会委員 

〔経歴など〕 

平成 14 年から防府地域産業保健センター事業で、小規模事業場等に対する特定健康相談、面

接指導などに携わり、地域の産業保健活動の活性化、安全衛生活動において指導的立場として貢

献された。そのほか平成 25 年度からは防府地域産業保健センターの運営協議会委員として当該

事業の運営に尽力し、関係団体や関係事業場と一緒に地域の安全衛生水準の向上発展に多大な貢

献をされた。 

※平成 26 年度より「地域産業保健センター」は「産業保健総合支援センター（地域窓口）」に組織

改正されています。 

山口労働局長 奨励賞（５事業場） 

安全衛生に関する水準が良好で改善のための取組みが他の模範と認められる事業場又は企業

に対する表彰 

社会福祉法人松美会 

特別養護老人ホームアイユウの苑 
下関市 社会福祉施設 

〔表彰事由〕 

  年間安全衛生目標及び活動計画が策定され、それに基づいた活動を行っている。 

法令順守、安全衛生に関する取組を率先して実施し、安全衛生に関する水準が良好で同業他社

の模範と認められる。 

 

日本化薬株式会社 厚狭工場 
山陽 

小野田市 
化学工業 

〔表彰事由〕 

 年間安全衛生目標及び活動計画が策定され、それに基づいた活動を行っている。 

法令順守、安全衛生に関する取組を率先して実施し、安全衛生に関する水準が良好で過去５年
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間、労働災害を発生させていない。 

 

千代田ケミカル株式会社 田布施町 化学工業 

〔表彰事由〕 

年間安全衛生目標及び活動計画が策定され、それに基づいた活動を行っている。 

法令順守、安全衛生に関する取組を率先して実施し、安全衛生に関する水準が良好で平成 18

年以降休業災害は発生させていない。 

 

株式会社黒木工業所 光工場 光市 一般機械器具製造業 

〔表彰事由〕 

年間安全衛生目標及び活動計画が策定され、それに基づいた活動を行っている。 

法令順守、安全衛生に関する取組を率先して実施し、安全衛生に関する水準が良好で平成 20

年以降休業災害は発生させていない。 

 

日本果実工業株式会社 久賀工場 
周防 

大島町 
食料品製造業 

〔表彰事由〕 

年間安全衛生目標及び活動計画が策定され、それに基づいた活動を行っている。 

法令順守、安全衛生に関する取組を率先して実施し、安全衛生に関する水準が良好で平成 29

年以降休業災害は発生させていない。 

 

山口労働局長 功績賞（３名） 
地域、団体又は関係事業場における安全衛生活動において指導的立場にあり、当該地域、団体

又は関係事業場の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献をした個人に対する表彰 

光藤 勉 一般社団法人山口県労働基準協会萩支部 事務局長 

〔経歴など〕 

平成 22 年４月から現在に至るまで (一社)山口県労働基準協会萩支部事務局長として、安全

衛生に関する各種研修会の開催、安全衛生に関する情報提供の実施、安全衛生に関する教育、講

習会の開催等に尽力し、地域、関係団体、関係事業場の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献を

された。 

 

角田 武久 
独立行政法人労働者健康安全機構 山口産業保健総合支援センター 

産業保健相談員 

〔経歴など〕 

平成 28 年４月から現在に至るまで独立行政法人労働者健康安全機構山口産業保健総合支援セ

ンター産業保健相談員として、事業場からメンタル疾患のある従業員への対応方法の相談や、山

口県の産業医、産業保健関係者に向けたメンタルヘルス研修講師を務め、地域、関係団体、関係

事業場の労働衛生水準の向上発展に多大な貢献をされた。 
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譜久山 寛 山口県産業医会 幹事（監事） 

〔経歴など〕 

平成 15 年７月から現在に至るまで山口県産業医会幹事として、山口県産業衛生学会等におい

て県内産業保健に従事する医師、保健師また各事業場等の衛生管理担当者へ教育指導助言等を行

い、地域、関係団体、関係事業場の労働衛生水準の向上発展に多大な貢献をされた。 

 

安全衛生推進賞（２名） 

長年にわたり安全衛生関係の業務に従事し、地域、団体又は関係事業場の安全衛生水準の向上

発展に多大な貢献をした個人に対する表彰 

井上 哲治 
建設業労働災害防止協会山口県支部 

豊田分会 安全指導者 

〔経歴など〕 

平成 24 年４月から現在に至るまで建災防山口県支部豊田分会において中心的な役割を担った

安全指導者として地域の建設工事現場の安全衛生パトロール活動を実施して、長きにわたり地

域、関係団体、関係事業場の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献をされた。 

 

鳥海 善春 建設業労働災害防止協会山口県支部 技能講習講師 

〔経歴など〕 

平成３年から平成 15 年まで建災防山口県支部宇部分会において安全指導員として地域の建設

工事現場の安全衛生パトロール活動を実施しており、また、平成 14 年より現在に至るまで建災

防山口県支部の技能講習講師として、長年にわたり地域、関係団体、関係事業場の労働衛生水準

の向上発展に多大な貢献をされた。  
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令和５年度 安全衛生に係る優良事業場、団体

又は功労者に対する山口労働局長表彰式次第 
 

 

 

１ 日 時 令和５年７月３日（月）14 時から 

 

２ 場 所 山口地方合同庁舎２号館５階共用会議室 

  （山口市中河原町６－16） 

 

３ 次 第 （１）開   式 14 時 

   

  （２）表彰状授与 山口労働局長 

  

  （３）挨   拶 山口労働局長 

 

  （４）来 賓 祝 辞 一般社団法人山口県労働基準協会 

 

  （５）謝 辞 

 

  （６）閉   式 

 

 

 

 

【取材について】 

 表彰式の取材については、事前連絡は不要です。 

開式までに会場に直接お越しください。 

 その際、受付にて社名をお知らせ願います。 

 会場内には専用席を設けております。また、撮影は随時可能です。 

 



 別添２ 

 

令和５年度 全国安全週間 山口労働局長メッセージ 

 

全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」とい

う基本理念の下、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く

一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること」を目的に、一度も中

断することなく続けられ、今年で 96回を迎えます。 

この間、事業場では、労使が協調して労働災害防止対策が展開され、そ

れにより全国の労働災害は中期的に減少しているところですが、転倒や腰

痛といった労働者の作業に起因する死傷災害や、墜落・転落などの死亡災

害が依然として後を絶たない状況にあります。 

 

令和４年の山口県における死傷災害は 1,335件と、令和３年に比べ１件

のみの増加になりました。 

また、死亡災害については、長期的には減少傾向にあるものの、令和４

年の死亡災害は 11 件と令和３年に比べ同数になります。死亡災害はあっ

てはならないことであり、仕事中に 11 名の尊い命を落とされたことにつ

いては重く受け止めております。 

 

労働災害を少しでも減らし、労働者一人一人が安全で健康に働くことが

できる職場環境を築くためには、第 14 次労働災害防止計画に基づく施策

を着実に推進するための不断の努力が必要であり、特に初年度となる今年

度においては、労使一体となった取組が求められます。 

 このため、令和５年度の安全週間においては、 

高める意識と安全行動 築こうみんなのゼロ災職場 

をスローガンとして、７月１日から７月７日まで展開されます。 

 

この全国安全週間を契機として、国、事業者、労働者等の関係者が一体

となって、一人の被災者も出さないという基本理念の実現に向け、それぞ

れが安全衛生対策の責務を認識して真摯に取り組むことにより、誰もが安

全で健康に働くことができる職場を実現することを祈念し、令和５年度の

全国安全週間に寄せてのメッセージといたします。 

 

山口労働局長 名田 裕 
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